
※参考指導案 

第５学年 算数科学習指導案 

１ 単元名 円と正多角形 

 

２ 単元の目標 

  観察や構成などの活動を通して正多角形の性質について理解する。また、円と組み合わせて正多角形を作図

することができる。 

円周について理解するとともに、直径、円周、円周率の関係を理解し、円周の長さや直径の長さを求めるこ

とができる。 

 

３ 評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

・身の周りの正多角形に

関心をもち、正多角形を

構成したり作図したりし

ようとしている。 

・円の直径と円周の関係

に関心をもち、関係を調

べようとしている。 

・円と組み合わせること

で、正多角形の性質や特

徴を見出したり、正多角

形の作図の方法を考えた

りしている。 

・円周と直径の割合が一

定であることを捉え、円

周率を見出している。 

・円と組み合わせること

で、正多角形を作図する

ことができる。 

・円周率を用いて、円の直

径から円周を求めたり、

円周から直径を求めたり

することができる。 

 

・正多角形について知り、

平面図形についての理解

を深めている。 

・円周率の意味や、円周率

は 3.14 を用いることなど

を理解している。 

 

 

 

４ 単元について 

  児童はこれまでに、第２学年で正方形、第３学年で正三角形を学習してきている。また、第５学年の「図形

の角」の単元において三角形の内角の和が 180°であることを理解し、そのことをもとに四角形、五角形、六

角形などの多角形の内角の和について学習してきた。また、円については、第３学年「円と球」において、円、

直径や半径の定義や作図の方法などについて学習してきている。このような既習事項を想起しながら、円と多

角形を相互に関連付け、定義や性質についての理解を深めていく。 

本単元では、正八角形、正六角形のかき方を考えることを通して、それぞれの正多角形の性質を学習し、中

心角や周りの角の角度について目を向けさせていく。また、円を使って正多角形がかけることや、正多角形の

角の数が増えると円に近付くことから円周の長さに着目させ、円周率について理解させていく。 

  正多角形は円に内接するということを実感を伴って見いだすことによって、それが円周率の学習、さらには

第６学年における円の面積の学習にも活用できる知識となっていく。 

 

５ 教科の学習とプログラミング教育の関連 

  本時の目標は円の中心角を等分する方法で正六角形を作図することである。分度器と定規を用いて作図を行

う場合、「時間がかかること」「正確に作図するのが難しいこと」がデメリットとして考えられる。また、等分

した中心角を測って作図する場合、「同じ作業を繰り返している」ことにも着目したい。 

児童には上記の点に目を向けさせ、「短時間で」「正確に」、また「同じ作業を繰り返す」ことはコンピュータ

の得意分野であることに気付かせる。ここから、児童ひとりひとりが「正多角形を作図するプログラムを組ん

でみたい」という意欲をもって学習に取り組むことができるようにする。 

  本時においてはプログラミング教育ロボット embot を用いて、円の中心を等分する方法で正多角形の作図



を行う。embot の大きな特徴としては、実際にロボットが頂点を取る動きをするため、作図の手順が視覚的に

理解しやすい点があげられる。 

また、右記のようにブロックの数値に円の中心の角度を 

等分した数値を入れてプログラミングしていくため、学習 

の定着が図られ、中心角は「360°÷ □角形」という学習 

についての習熟が期待される。 

本時の学習を通して、児童が思った通りの作図をしたいと 

いう意欲をもち、作図の手順を考えることでプログラミング 

的思考を醸成し、中間発表におけるディスカッションを通して 

トライ＆エラーの姿勢を身につけることができる。 

  

 

６ 単元指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 目標 学習活動 評価規準 

１ 正多角形の意味や性質を理解

する。 

円形の紙で作った正六角形や正八

角形の特徴を調べる。 

正多角形の意味や性質を調べ

ようとしている。(関) 

正多角形の意味や性質を理解

している。(知) 

２ 

３ 

本

時 

円と組み合わせて正多角形を

作図することができる。 

円の中心角を等分する方法で、正八

角形、正六角形をかく。 

円を使って正多角形をかくこ

とができる(技) 

正多角形は円の中心角を等分

すればかけることを理解して

いる(知) 

４ 円の半径の長さを使って正六

角形を作図し、正多角形と円の

関係について理解を深める。 

円の周りを半径の長さで区切る方

法で正六角形をかき、その方法でか

ける理由を考える。 

直径と円周の長さの関係につ

いて見通しをもって調べよう

としている(関) 

５ 

６ 

直径の長さと円周の長さの関

係を調べ、円周率の意味を理解

する。 

円周率の意味や求め方を理解し、円

周の長さを求めることができる。 

円周の長さを求める式を、円

周率の意味や求め方から考

え、説明している(考) 

 



７ 本時の展開 

 

 

過

程 

学習活動 指導上の留意点 評価 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

15 

分 

１ 課題をつかむ 

〇円の中心の角を等分して正六角形を作図す

る手順を想起する 

〇コンパス、定規と分度器では作図に時間がか

かること・繰り返しであることに気付く 

〇プログラミングを使うと作図ができそうだ

と気付く 

 

 

・円の中心の角度を等分して正六角形を

作図する方法を想起し、本時ではプログ

ラミングによって作図することを確認す

る【VTR１】 

・円の中心が等分されていることに気付

かせる 

・円の中心の周りの角は 360°だから、

360°÷ 6 

 

 

■正多角形は円の中心の角

度を等分すればかけること

を理解している(知) 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25  

分 

２ プログラミングの準備をする 

○embot の組み立て、アプリの初期設定を行う 

 

3 embot を使って正六角形をかく方法を考え

る 

〇作図の基本的な考え方はコンパスと分度器

で作図するときと変わらないことに気付く 

 

4 プログラミングして正六角形を作図する 

 

5 中間発表をする 

○正六角形が作図できていることを確認し、他

の正多角形の作図も行う 

 

 

・プログラミングに必要な準備を VTR で

確認する【VTR２】 

 

・プログラミングの手順を VTR で確認す

る【VTR３】 

 

 

 

 

 

・VTR を参考に正六角形の作図方法を確

認し、他の正多角形を作図する手立てを

考える 

【VTR４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プログラミングで正六角

形をかくことができる(知) 

ま

と

め 

 

5 

分 

５ 最終発表をする 

〇プログラミングを使った作図の方法をまと

める 

 

 

・次時の学習につなげる 

 

プログラミングで正六角形の作図をしよう 


